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※児童生徒結果－教員結果・保護者結果

教員 児童生徒 保護者 教員 児童生徒 保護者

➀ 89 95.9

② 95.9 98.6

③ 93.2 95.9

① 92.9 100

② 100 100

教員 児童生徒 保護者 教員 児童生徒 保護者

① 92.3 100

② 100 100

① 84.6 90.4 5.8 100 91.8
-
8.2

② 84.6 84.9 0.3 100 90.4
-
9.6

③ 84.6 84.9 0.3 72.7 95.9
23.
2

④ 61.5 87.7
26.
2
81.8 93.2

11.
4

⑤ 76.9 87.7
10.
8
90.9 87.7

-
3.2

⑥ 84.6 69.9

-
14.
7
100 93.2

-
6.8

⑦ 84.6 100
-

100

⑧ 85.7 100
-

100

① 92.3 100

② 92.3 100

③ 100.0 100

④ 69.2 100

① 75 90.5
15.
5
100 92.7

-
7.3

② 84.6 68.5

-
16.
1
100 91.8

-
8.2

教師は、児童が自分で学び方を考え課題解決で
きるよう、学習環境を整えている。

２学期は学習ルームを作り、
異学年で同時に学習するよう
になった。学習内容に応じ
て、個別学習や一斉学習を柔
軟に取り入れることができ、
児童の学びの意欲が高まった
と考えられる。また、学習者
用端末を使って、他者参照を
する機会が増え、学習に不安
を感じている児童の助けと
なっていた。

異学年で同じ場所で学習す
ることは、児童にとって良
い刺激となっているので、
来年度も継続して行ってい
く。また、学習者用端末の
活用を含め、児童が意欲的
に学びに向くよう指導を工
夫していきたい。

児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせ
て課題に取り組む場面では、児童生徒一人一人
に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を
活用している。

集計

①②③ともに目標値を達成し
た。
①・・・文化祭で全学年が教
科の学習を生かした出し物を
考えたこと、教科の学習でも
目的意識をもった学習活動に
するために教科をつなげた活
動をしたことが達成の要因で
あると考えられる。
②③・・・定期的に取り組み
を振り返る機会をもっている
からだと考えられる。
④・・・・小中連携で交換し
た情報を職員間でも共有でき
たからであると考えられる。

年度末に、総合的な学
習を中心にカリキュラ
ムマップの見直しを行
い、さらに効果的な教
育課程を作りたい。

児童生徒や学校、地域の実態を捉えて教育課程
を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の
ＰＤＣＡサイクルを確立している。

全職員が学力向上の取組の目的や意義を理解
し、課題の解決を期待できると納得して共通実
践に取り組んでいる。

校区の小・中学校間で学力について情報交換
し、課題について共有している。(小中連携）

集計

児童生徒は、学級の友達との間で話し合う活動
を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりす
ることができている。

児童生徒は、自分の考えを発表する機会では，
自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，
話の組み立てなどを工夫して発表している。

児童生徒は、話し合う活動では、話し合う内容
を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達
の考え（自分と同じところや違うところ）を受
け止めて自分の考えを伝えている。

児童生徒は、振り返る活動の中で、授業の目標
に沿って自分の学びの変容を実感したり，学び
に対する達成感を得られたりしている。

児童生徒は、コンピュータなどのICT機器を、
他の友達と意見を交換したり、調べたりするた
めに使用している。

教師は、児童が主体的に学習に取り組めるよ
う、単元構想を工夫している。（単元構想シー
トの活用）

数値・アンケート結果（％）

※差

①進んで学ぶ子
→未来の創り手となるために必要な確かな資質・能力を身に付けるために、主体的に学び、考えを伝え合い、学びを深めることができる子。　　（学ぶ喜びを知る子　学びを活かす子）
②仲良く助け合う子
　　→人も自分も大切にできるように、集団づくりを通して、仲間と関わり合いながら、互いのよさを認め合い高め合える子。
③明るく元気な子
→たくましい心身の育成のために、自分の健康や命を大切にし、前向きに考え、何事にも根気よくチャレンジする子。

達成状況の分析

中間 年度末

数値・アンケート結果（％）

※差 達成状況の分析 改善策

小
松
市
共
通
重
点
項
目

指
導
力
の
向
上

学
校
研
究

①②の肯定的回答の割合
が

中間・・・80％
年度末・・・９０％

研究主題に迫る目指す授業スタイルを共有し、
単元（授業）構想シートなどの具体的な取組を
共通実践している。

２学期は読むことウを
重点単元とし、共通実
践として各学年で取り
組んだ。２学期末に
は、実践交流とそこか
ら見えた課題を出し合
い、今後（次年度）重
点として取り組んでい
く内容について確認す
ることができた。

今年度の取組から、来年
度は読むこと領域を中心
に学校研究を進める。ま
た、学んだことから自分
の考えをもつことの実践
を進めていきたい。

授業研究では、教職員一人一人が子供の姿を
語ったり、改善案を示したりするなど主体的に
取り組んでいる。

集計

「

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

①④⑤の児童生徒の肯定
的回答の割合が、
中間・・・７５％
年度末・・・９０％

⑦⑧の教師の肯定的回答
の割合が

中間・・・７５％
年度末・・・９０％

児童生徒は、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる。

どの項目も肯定的評価
であった。教師と児童
の評価に差があるのも
のもあったが、校内研
修や共通実践を通し
て、前向きな学びにつ
ながっていると感じ
た。

２学期の取組から出た
課題（自分の考えをも
つ、困ったときの対処
方法）を３学期の学び
集会で児童と共有し、
児童の学ぶ意欲をさら
に高めていきたい。ま
た、来年度に向けて６
つの重点項目について
具体的な取組を考えて
いく。

集計

学
力
の
向
上

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

①②③の平均が
中間・・・80％以上
年度末・・・90％以上

指導計画の作成に当たっては、学校の教育目標
の実現に向け、各教科等の教育内容を教科横断
的な視点で組み立てている。

学
習
方
法

①「分からないことや詳
しく知りたいことがあっ
たときに、自分で学び方
を考え、工夫してい
る。」
②「自分のペースで理解
しながら学習を進めると
きに、学習用端末を使っ
ている。」
肯定的回答の割合が、
中間・・・７５％
年度末・・・９０％

児童生徒が自分で学ぶ内容や学び方を決めるな
ど、工夫して取り組めるような活動を行ってい
る。

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目
数値・アンケート結果（％）

※差 達成状況の分析 改善策

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目 改善策

石
川
県
共
通

重
点
項
目

働
き
方
や

業
務
の
改
善

教職員アンケートを１０
０％にする

80時間越えゼロに向け、時間外勤務の削減に取
り組んでいる。 「時間外勤務の削減に努めている」

「組織の中で役割をもち、工夫して
取り組んいる」の項目では、全職員
が肯定的な回答であった。主任層を
中心に、相談し合い、情報共有や取
組内容の確認を行い、組織的に業務
の遂行ができた。自分の意見が反映
されるので、やりがいを感じる職員
が多かったように思う。

来年度に向けて、校務
分掌を見直し、取組内
容を焦点化させ、職員
一人一人が役割意識を
もって、業務に推進で
きるように努める。

学校組織の中で自分の役割が明確であり、創意
工夫しながら取り組むことができている。

学
校
重
点
項
目

（
学
校
で
設
定

）

認
め
合
い

、
高
め
合
う
集
団

の
実
現

学
級
活
動
・
児
童
会
活
動

児童アンケート③の結果
を９０％以上にする

学級や学校がより良くなるように考えて行動し
ていますか

どの項目においても、中間
時より肯定的に答える児童
が多かった。学級目標をも
とにして行事のめあてを立
ててきたことで、子どもた
ちの学級目標に掲げた姿に
向かう意識も強くなったの
ではないかと考える。

３学期には、子どもたちが学
級目標に掲げた姿になれたと
自信をもって言えるよう、子ど
もたちががんばりや学級目標
に向かって取り組んでいる姿
を価値づけていく。

学級みんなで協力して何かをやりとげ、うれし
かったことがありますか

学級目標を意識して活動しましたか

集計

めざす児童生徒像

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目
数値・アンケート結果（％）

※差


